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議に魅力を感じた作品である。隠蔽色の比率が多い作品で、見せ方でものを言った作品である。感覚的に
魅了する作品であるが、形態が見えてくるにつれ魅力が薄れてきたのは、フラミンゴの造形的な表現・形
に甘さがあり、表面的に見えてしまうせいなのか？ 
 
「思いの儘に」院展出品作である。暗い画面に数羽のフラミンゴを構成した作品である。見え隠れしたフ
ラミンゴが、論文に即した表現で描かれている。彼女らしい独自の表現を感じるが、論文にこだわり、フ
ラミンゴの塊感や画面の抵抗感が希薄になったと思う。 
 
「変わりゆく迷路」・院展出品作。（サンゴ礁の上で動き回る魚の模様と、サンゴの形が重なり合い、一体
化して見えたり見えなくなったりする様子を描いた）標識色 隠蔽色の両方が強く出た作品である。色彩
的にきれいにまとめられ、彼女の色に対する興味の強さが感じられる。構成と感覚的な処理に彼女の感性
が感じられるが、深みと造形的狙いが、よりあれば、もっと充実し迫力のある作品に仕上がったと思う。 
 
 「cornucopia」・神話からイメージした作品である。人物と食材の載った皿との組み合わせによる作品
である。彼女の作品にしては珍しく、造形的で形のわかりやすい作品になった。逆に、わかりやすいが故
に、彼女の感覚的不思議さが消えて魅力というものが薄らいだ。形態的にはわかりやすいが、表現が硬く
描写的なため、感覚的魅力まで持っていけなかったのではないだろうか。 
 
絵画の基本は明暗によるバル―ルと形態感にあると思う。色合いは、時間によって変化し、置かれた空間
や見る人によって変わってくる。色はその画面に華を添え、艶を出し、とても大切なものではある。色の
ハーモニーによって、魅力的な絵画もあるが、人々に説得力を持たせるのは容易ではない。色についての
論文を作成し、チャレンジし、様々な作風で新たなものを模索している姿勢はとても好感が持てる。しか
も、どの作品も博士としてのレベルに達しており、これからが楽しみである。しかし、将来、作家として
より望むことは今までの仕事を絞り込みまとめ上げ、松村さんとわかるオリジナリティを築いていくこと
だと思う。そのためには、造形的な狙いを大切にしてほしい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
申請者は自分が普段生活している首都、東京で感じた不快感、警戒心を軸に論文と作品を展開した。そ
の中でも、トライポフォビックな模様、色彩に対して強い関心を示し、その敏感で鋭い感性は作家として
重要な資質であると考える。自作品のモチーフを柵（又は鎧）として見立てることにより、現実世界との
距離を保ち、作品を私的空間という認識で表現を試みており、申請者の心理と作品とを深く掘り下げて表
している。 
第1章「標識色」と「隠蔽色」では申請者の作品の根底に潜む色彩と模様の関係性を的確に論述し、また
モチーフとする動植物に申請者が惹かれる理由と一般的な解釈の比較がなされていた。この章によって
申請者の作品と論文と整合性がはっきりと論証をされている。 
第2章 蠱惑と警戒のテリトリーでは、申請者の持つ「蠱惑」に対する認識を、蜷川実花や他の作家に共
通点を見出し、自身の出身地と現住地の環境の差から生じた「警戒」を自作品を例にあげ、端的に検証を
していた。 
申請者は、「蠱惑」的な美しい色彩と豊かなマチエールを作品の中で如何なく表現しており、その持論と
作品は申請者の論述している通り、“相手と自分”から“自分の中”へ変容していっている。その変容の
過程で申請者は「標識色」と「警戒色」をより複雑な構成で表現し、独自の視点で発展をさせていきたい
と述べていた。今後、トライポフォビアへの一般的ではない愛着と、申請者が予てから持ち携えている明
るい色彩感覚を生かし、展開させることができると評価をでき、学位論文として十分な内容、レベルとし
て審査会の承認を得た。 
